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（１）平成３０年度決算

①損益の概要

１Ⅰ 平成３０年度決算及び令和元年度予算

※決算見込



②償還準備金の推移と償還状況

（１）平成３０年度決算
※決算見込

２Ⅰ 平成３０年度決算及び令和元年度予算

福岡高速



②償還準備金の推移と償還状況

（１）平成３０年度決算
※決算見込

３Ⅰ 平成３０年度決算及び令和元年度予算

北九州高速



（２）令和元年度予算

①事業実施計画

○建設事業
・福岡市東部地域全体の広域的な交通需要への対応を行うために、都市高速とアイランドシティを結ぶ
福岡高速６号線（アイランドシティ線）の整備を推進します。

○管理事業
・営業中道路（福岡高速５６．８ｋｍ、北九州高速４９．５ｋｍ）の適正な維持管理に努め、「安全で
快適な都市高速」を目指します。

②収入支出予算

４Ⅰ 平成３０年度決算及び令和元年度予算

項　　　目 福岡高速 北九州高速 計 項　　　目 福岡高速 北九州高速 計
 設立団体出資金 7 - 7  高速道路建設費 44 - 44
 政府無利子貸付金 12 - 12  一般管理費 4 - 4
 特別転貸債 17 - 17  建設利息 1 - 1
 民間借入金 12 - 12

小　　　計 48 - 48 小　　　計 48 - 48
 高速道路料金収入 418 172 589  維持改良費 69 20 89
 駐車場料金収入 1 1 2  業務管理費 61 33 94
 原因者負担金受入 1 1 1 （内 納付消費税） (28) (11) (39)
 民間借入金 181 143 323  原因者負担補修費 1 1 1
 業務外収入 1 1 1  一般管理費 10 5 15

 業務外支出 460 257 718
（内 元金償還金） (434) (239) (673)
（内 支払利息等） (26) (18) (44)

小　　　計 601 316 917 小　　　計 601 316 917
 受託業務収入等 0 0 1  受託業務費等 0 0 1

649 317 966 649 317 966
※　端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

損益上の収支差 （単位；億円）
福岡高速 北九州高速

247 89

（単位：億円）

事業区分
収　　　　　　入 支　　　　　　出

その他
合計

償還準備金繰入（予定）

管理事業

建設事業
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Ⅱ 課題と取組



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

平成27年3月17日、福岡県、福岡市及び福岡北九州高速道路公社は、都市
計画道路自動車専用道路アイランドシティ線(福岡高速６号線)及び福岡空港関
連の自動車専用道路（空港関連自専道）を進めていくことに合意しました。

（１）三者合意について

７

【位置図】

福岡高速６号線

空港関連自専道



①目的

福岡市東部地域全体の広域的な交通需要などに対応するため、福岡高速１号線と
アイランドシティを結ぶ延長約２．５㎞の自動車専用道路を整備するものです。

②位置図

１ 福岡高速道路ネットワークの強化

（２）福岡高速６号線（都市計画道路自動車専用道路アイランドシティ線）

８

【地図出典：国土地理院ホームページ】
（http://maps.gsi.go.jp）

福岡高速6号線

福岡高速1号線
（香椎線）



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

③ 進捗状況

※港湾整備区間
約1.1Km 

道路整備区間
約1.4Km

終点：みなと香椎１丁目

※港湾整備区間の舗装と道路附属物は公社にて実施。

始点：香椎浜１丁目

港湾整備区間
（１.１kｍ）

道路整備区間
（１.4kｍ）

年度 港湾整備区間 道路整備区間

H28 迂回路設置 詳細設計

H29 下部工 下部工

H30 上部工・下部工 上部工・下部工

R1 上部工・下部工 上部工・下部工

R2 上部工・迂回路復旧など 上部工・舗装工など

９



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

④ 施工状況

１０

港湾整備区間
（1.1kｍ）

道路整備区間
（1.4kｍ）

アイランドシティ

写真①

香椎パークポート

写真②

写真①

撮影日：令和元年5月下旬写真②



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

④ 施工状況

１１

港湾整備区間
（1.1kｍ）

道路整備区間
（1.4kｍ）

アイランドシティ

写真④

香椎パークポート

写真③

撮影日：令和元年5月下旬写真④

写真③



１ 福岡高速道路ネットワークの強化

④ 施工状況

１２

港湾整備区間
（1.1kｍ）

道路整備区間
（1.4kｍ）

アイランドシティ

写真⑤

香椎パークポート

写真⑦

写真⑥

撮影日：令和元年5月下旬

写真⑦

写真⑥

写真⑤



１ 福岡高速道路ネットワークの強化 １３

① 目的 福岡空港の滑走路増設などの機能強化にあわせ、福岡市南部地域

や太宰府IC方面からの国内線旅客ターミナルへのアクセス強化と、国
道３号福岡南バイパス空港口交差点の混雑緩和を図ります。

② 計画図

（３）福岡空港関連の自動車専用道路（空港関連自専道）

※ H31.4都市計画案縦覧資料より抜粋（一部加筆）

主な構造：高架構造，トンネル構造
道路延長：約１．４km＋連結路約０．４km
車線数：４車線（１方向２車線の計４車線）
設計速度：６０km/h

1・4・1-3号都市高速道路3号線 計画図



１ 福岡高速道路ネットワークの強化 １４

③ 計画イメージ図

※H30.12福岡市議会第４委員会報告資料より抜粋（一部加筆）

■凡例

空港方面 橋梁部・平面部

天神・太宰府方面 橋梁部

空港方面 トンネル部

天神・太宰府方面 トンネル部

一般道への出口

一般道からの入口

一般道への出口

都市高速専用右折レーン

空港出口
料金所新設

都市高速専用右折レーンで

国内線方面へ（空港出口）



④ 都市計画決定の手続き

空港関連自専道について、三者合意(滑走路増設に合せ早期に取り組む)に基づ
き、福岡市で都市計画決定の手続きを進めています。

また、その事業が環境保全の観点から、環境に適切に配慮したものとなるよう、
福岡市において環境影響評価の手続きを進めています。

準備・作業

○ 環 境 影 響 評 価 の 主 な 手 続 き

都市計画
審議会

配慮書

１ 福岡高速道路ネットワークの強化

方法書
準備書

公告・縦覧
評価書

公告・縦覧

都市計画案の
公告･縦覧

○ 都 市 計 画 決 定 の 主 な 手 続 き

都市計画
決定の告示

・調 査
・予 測
・評 価

１５

4/18～5/20

4/18～5/20

同時同時

国・関係自治体
の意見聴取



１６２ 構造物の維持管理

（１）福岡高速と北九州高速における維持管理の主な取組

年度 福岡高速道路の取組 北九州高速道路の取組 世の中の動き

平成15年度
～平成20年度

・大規模補修事業の実施（北九州高速４号線のみ）
　（平成15年度～平成20年度）
　事業内容：トンネルやコンクリート橋のコンクリート剥離
　　　　　　　　部分の補修やシート貼付による剥落防止、
　　　　　　　　壁高欄、防護柵、遮音壁の取替　など

平成24年度

・老朽化・予防保全事業の実施
（平成24年度～令和13年度）
　事業内容：床版防水及び床版への炭素繊維シート貼付、
　　　　　　　　鋼桁端部の塗装塗替　など

・中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故

・社会資本メンテナンス元年

・インフラ長寿命化基本計画

・道路の老朽化対策の本格実施に関する提言
　「最後の警告・今すぐ本格的なメンテナンスに舵を切れ」

・維持修繕に関する省令・告示の規定について
　近接目視による点検を5年に1回の頻度で実施

・都道府県ごとに「道路メンテナンス会議」を設置

平成27年度

平成29年度

平成30年度
・北九州高速道路の大規模修繕等に関
　する技術検討委員会より提言

・インフラ長寿命化計画（行動計画）の策定

・インフラ長寿命化計画（個別施設計画）の策定

平成25年度

平成26年度



（２）福岡高速：平成３０年度における道路維持補修の主な取組

２ 構造物の維持管理

【下部工】

【補修前】 【補修後】

[工種] 橋梁補修工事

(損傷一例) (炭素繊維補強)

[損傷の特徴] 鋼製橋脚において、塩害や経年劣化などによる
腐食の発生

(H31.3.31 時点)

１７

【上部工】

工事進捗率工事進捗状況

【下部工】

【上部工】 [損傷の特徴] 経年劣化による床版の損傷や鋼桁の塗膜劣化

(損傷一例)

(H31.3.31 時点)

福岡高速の長寿命化を目指した取組
老朽化予防保全事業において、計画的な補修・補強を実施中（平成24年度から令和13年度まで）。

(塗装補修)

・福岡高速１号線（香椎線）：香椎～千鳥橋JCT 区間

【補修前】 【補修後】



・北九州高速１号線：篠崎北～大手町区間

（３）北九州高速：平成３０年度における道路維持補修の主な取組

２ 構造物の維持管理

[工種] しゃ音壁補修工事

[損傷の特徴]
しゃ音壁の腐食

(H31.3.31 時点)

１８

・北九州高速４号線：山路トンネル、猪倉トンネル、大蔵トンネル

[工種] 施設ケーブル改修工事

[損傷の特徴]
・配管の劣化
・配管支持材の腐食

【補修後】

金属製パネルの状態

施工箇所
（トンネル上部）

配管及び配管支持材の
取り換え及びトンネル上部
の既設ラックへ移設

【補修前】 【補修後】

施工箇所
（トンネル側面）

配管及び配管支持材の状態



北九州高速道路の大規模修繕等に関する技術検討委員会の開催

１９

◆将来にわたって構造物の耐久性や健全性を確保するためには、大規模修繕事業が必要と
判断される

◆ 大規模修繕事業の実施にあたっては、路線の特徴や構造物の損傷状況を踏まえ、最適な
時期に最適な工法を選択し、維持管理コストの縮減を図ること

◆ 大規模修繕事業と併せて耐震補強事業に取り組み、仮設足場の共用等によって効率的で
経済的な事業推進を図ること

２ 構造物の維持管理

委員会 審 議 事 項

第一回委員会

平成30年11月6日（火）

大規模修繕基本方針（案）

・構造物の現状 ・修繕の必要性

・修繕の対象や工法

第二回委員会

平成30年12月11日（火）

大規模修繕基本計画（案）

・修繕の実施時期や規模等

第三回委員会

平成30年12月27日（木）

提言書案

・提言内容

委員会からの提言（平成31年3月14日）

今後の維持管理のあり方について長期的な視点で大規模修繕等の必要性について技術的な観点からとりまとめ、
全３回の委員会を開催。

（４）北九州高速の長寿命化を目指した新たな取組

・委員会構成メンバー

委 員 長 松田 泰治 （九州大学大学院教授）
副委員長 山口 栄輝 （九州工業大学大学院教授）
副委員長 添田 政司 （福岡大学大学院教授）
委 員 ２名
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ２名



３ 大規模災害対応 ２０

目的：災害時の人材・資機材の相互協力
○首都高速道路株式会社 ○阪神高速道路株式会社
○名古屋高速道路公社 ○広島高速道路公社
○福岡北九州高速道路公社

震災時等における応急復旧業務の相互協力に関する協定

（都市高速５団体）

災害時における応急対策に関する協定（民間４団体）
目的：災害時の都市高速の復旧に資する協定

○日本建設業連合会九州支部（RC構造物・擁壁・トンネル・土工）
○日本橋梁建設協会九州事務所（鋼構造物）
○プレストコンクリート建設業協会九州支部（PC構造物）
○日本道路建設業協会九州支部（舗装・伸縮装置・標識・遮音壁・高欄）

災害時等における都市高速の位置づけ

緊急輸送ルート等としての機能を確保するため、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し、体制の整備を図っている。

②災害時に備えた計画

策定年 計画 事務局 想定地震 想定最大震度 都市高速の位置づけ

H27年度 九州道路啓開計画 九州地方整備局 南海トラフ巨大地震 震度5弱 緊急輸送ルート

H28年度 福岡県道路啓開計画（案） 福岡県 警固断層等による地震 震度6強 第1次啓開ルート

H29年度 重要物流道路制度 国交省 平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保 重要物流道路（供用中区間）
※Ｈ31.4.1指定

①災害時に備えた協定

（１）大規模災害への備え

都市高速管理者間で連携！

福岡北九州
高速

広島
高速

阪神
高速

名古屋
高速

首都
高速 首都圏直下型地震



３ 大規模災害対応 ２１

7月6日（金） 6：50 のり面からの激しい濁水を発見→のり面崩壊の可能性
部分通行止め開始

7：30 連続雨量が200mmに達した後に時間雨量が50mm以上に
複数箇所で濁水
通行止め開始

8：57 全線通行止め

7月9日（月） 5：00 足立～黒崎
部分開放

7月10日（火）

7月14日（土） 16：00 全線開放

7月5日（木） 台風７号による降雨。7/5は場所により日あたり100mm超。

7月11日（水） 11：00 九州道
下り 開放

7月17日（火） 15：00 九州道上り 開放
国交省記者発表資料（Ｈ30.7.10）より

本州と九州を連絡する交通軸を確保

（２）平成30年7月豪雨の被災と復旧【北九州高速】

17：00 全線開放
（一部車線規制）

いち早く機能回復



２２

災害復旧事業費１０億円（国費2/3・公社1/3）
→ 令和元年度内の完了予定

（２）平成30年7月豪雨の被災と復旧【北九州高速】

３ 大規模災害対応

【主な被災箇所と
復旧状況】



２３
（２）平成30年7月豪雨の被災と復旧【北九州高速】

３ 大規模災害対応

■被災箇所（大里、富野）
【被災概要】のり面崩壊
【応急復旧】シート養生、土のう設置

、変位計測
【本復旧】 のり面整形、アンカー工、

のり枠工、植生工、ほか

被災直後 応急復旧

大里富野

被災直後 応急復旧

大
里

富
野

本復旧中

本復旧中



２４
（２）平成30年7月豪雨の被災と復旧【北九州高速】

３ 大規模災害対応

被災直後 応急復旧 本復旧中

小嶺

■被災箇所（小嶺）
【被災概要】ブロック積の崩壊
【応急復旧】シート養生、土のう設置、

街路規制、変位観測
【本復旧】 大型ブロック擁壁、植生工

小
嶺



（１）事故と渋滞の推移

４ 事故・渋滞対策 ２５

※1） 渋 滞：走行速度20km/h以下で車列長0.5km以上の状態が
30分以上継続した場合（事故に伴う渋滞を含む）

事故及び渋滞の減少に向け、これまで、道路ネットワークの構築や
安全対策を行ってきました。

今後も引き続き、事故及び渋滞対策に取り組んでまいります。

【事故・渋滞件数】

■福岡高速 ■北九州高速



４ 事故・渋滞対策

■福岡高速

■対策取組事例の位置図■対策取組事例の位置図

２６

②月隈JC西分岐部
（環状線内回り）
事故対策

西公園→天神北
（環状線外回り）
渋滞対策

（２）平成３０年度の事故・渋滞対策の取組事例（位置図）

①月隈→半道橋
(環状線内回り)
事故対策

③香椎東入口
（1号線下り）
誤進入対策

④富野カーブ
（4号線下り）
事故対策

■北九州高速

⑤枝光出口
（5号線上り）
事故(逆走)対策

紫川出口
（4号線）

事故(逆走)対策

篠崎南出口
（1号線下り）
事故(逆走)対策

足立南出口
（1号線下り）
事故(逆走)対策

大里北出口
（1号線上り）
事故(逆走)対策



（３）平成３０年度の取組

４ 事故・渋滞対策 ２７

①【福岡高速】環状線内回り（月隈→半道橋）①【福岡高速】環状線内回り（月隈→半道橋）

■事故対策

【対策背景】
・半道橋出口の渋滞に伴い前方不注意等による追突等事故が発生

【対策内容】
・渋滞表示板の設置（注意喚起）

対策箇所

対策前 対策後

表示内容



月

隈

大
野
城

（３）平成３０年度の取組

４ 事故・渋滞対策 ２８

②【福岡高速】環状線内回り (月隈JCT西分岐部)②【福岡高速】環状線内回り (月隈JCT西分岐部)

対策箇所

■事故対策

【対策背景】
・板付→月隈(環状線内回り)または大野城(2号線下り)への分岐箇所で
重大事故が発生

【対策内容】
・衝撃緩衝装置（ｼｮｯｸﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ）の設置

[クッションドラム飛散による二次災害抑止効果を含む]

（対策後）

対策後

大
野
城

月
隈

対策前

←

板
付

月
隈

大
野
城



（３）平成３０年度の取組

４ 事故・渋滞対策 ２９

③【福岡高速】1号線下り (香椎東入口)③【福岡高速】1号線下り (香椎東入口)

対策箇所■誤進入対策

【対策背景】
・香椎東入口より自転車・バイク(125ｃｃ以下)の誤進入が発生

【対策内容】
・看板、路面標示(注意喚起)の設置

（対策後）

看板

路面標示

（対策後）

都市高速入口

都市高速入口



３０
（３）平成３０年度の取組

４ 事故・渋滞対策

④【北九州高速】4号線下り(富野カーブ)④【北九州高速】4号線下り(富野カーブ)

■事故対策
【対策背景】
・路面湿潤時の操作不適当等による施設接触事故が発生

【対策内容】
・高輝度反射板の設置（注意喚起）

対策箇所

対策前 対策後

高輝度反射板



３１
（３）平成３０年度の取組

４ 事故・渋滞対策

⑤【北九州高速】5号線上り(枝光出口)⑤【北九州高速】5号線上り(枝光出口)

■事故(逆走)対策
【対策背景】
・出口への誤進入に対しての予防措置

【対策内容】
・路面標示の更新・ポストコーンの設置（注意喚起）

対策箇所

ポストコーン

対策前 対策後

路面標示



聞く！

５ お客様サービスの推進 ３２
（１）都市高速の情報発信（便利ツール）

 通行止や渋滞、平均所要時間などの道路状況を音声及び文字にて
ご案内いたします。

 道路情報は約５分おきに更新されます。

ハイウェイテレホン

福岡高速ハイウェイテレホン（自動音声） ☎ 092-643-1300

北九州高速ハイウェイテレホン（自動音声） ☎ 093-931-1400

見る！ 文字にてご案内しています。

スマートフォンや携帯電話からアクセスできます。

［主な設置箇所］
・都市高速の全ての料金所 ・主要観光施設及び観光案内所
・都市高速周辺の大型商業施設 ・関係庁舎 ・道の駅
・レンタカー会社 ・自動車学校
・NEXCOのサービスエリア及びパーキングエリア など

都市高速における乗り降りの間違い、また

ジャンクション部の方向間違いなどを減らし、

より便利で身近な道路として活用していただく

ため、イラスト地図「スイスイマップ」を作成し、

都市高速の関係施設の他、集客施設等に常

設しています。

イラスト地図「スイスイマップ」

音声にてご案内しています。

スマートフォンサイトイメージ

リアルタイムの道路状況の情報提供や道路案内等、利便性を高める取組を行っています。

ＬＩＮＥ＠
携帯電話サイトイメージ

工事による規制やイベント情報、

福岡高速６号線の工事進捗状況

など、都市高速ご利用のお客様に

役立つ情報を提供しています。

イメージ



５ お客様サービスの推進 ３３
（２）利用促進に向けた取組
① 福岡市内、北九州市及びその周辺地区（中間市・遠賀４町・下関市、苅田町、行橋市）の全ての小学校・特別支援学校
の生徒を対象に配布される冊子「わくわく課外授業」（クロスFMが発行・配布）でＰＲを行うことで、家族でお出かけの際の
都市高速利用を促しています。

スイスイマップ、ハイウェイテレホンの紹介
都市高速情報（公社HPへの誘導）

福岡高速版 北九州高速版

都市高速路線図



５ お客様サービスの推進 ３４
（２）利用促進に向けた取組
② クロスＦＭが発行する冊子「ＳＡＦＥＴＹ ＤＲＩＶＥ」に新たな免許取得者向けの情報を掲載し、都市高速のＰＲを
行っています。

【配布場所】 福岡県内の指定自動車学校
（全４０校）

【配布対象者】 新規免許取得者

【配布期間】 平成31年3月～令和2年2月（1年間）

「都市高速を利用する際の注意点」、「交通事故・緊
急時の対応」等の運転者に必要な知識のほか、「都
市高速の出入り口」や「ハイウェイテレホン・スイス
イマップ」の紹介等を掲載

ハイウェイテレホン・スイスイマップの紹介事故防止のポイント・事故の時の対処法

都市高速出入口の紹介都市高速を利用する際の注意点



５ お客様サービスの推進 ３５
（３）お客様のご意見に対応した取組（顧客満足度調査の実施）

都市高速道路の「ご利用状況」やお客様の「ご要望」、「満足度」などの調査を行いました。

調査時期 ： 平成３０年１２月から平成３１年３月

調査項目 ： 走りやすさ・快適性・安全性、 料金や料金所、 情報提供及び総合満足度など

福岡高速 北九州高速

項目 満足度が高い内容 満足度が低い内容

走りやすさ・快適性・安全性
・舗装の凸凹の有無
・道路照明の位置や明るさ など

・本線上や出口の渋滞状況
・分岐部や出入口の分合流部の走行性 など

料金や料金所
・ETCシステムの動作の正確さ
・ETC利用時のスムーズな料金所通過 など

・ETC割引料金の内容
・ETC異常時の料金所係員の態度・対応 など

情報提供
・路面標示・カラー舗装の位置や内容
・案内標識の位置や内容 など

・都市高速道路上の補修工事の情報提供
・道路交通情報（渋滞情報等）の提供 など

７１％のお客様が満足、満足度は３．７９ポイント ７３％のお客様が満足、満足度は３．８３ポイント

満足・まあ満足 ７１％

※ 満足度の満点は５ポイント ※ 満足度の満点は５ポイント

いただいたご意見を参考に、引き続きお客様サービスの向上に努めてまいります。

どちらとも
いえない
２３％

不満・やや不満
６％

満足・まあ満足 ７３％
どちらとも
いえない
２２％

不満・やや不満
５％


